
中小企業デジタル化促進事業補助金

岡山県委託事業

申請書の書き方

公益財団法人 岡山県産業振興財団
中小企業デジタル化促進事業補助金事務局



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

・補助金交付申請書（様式第２号）
・申請者概要（様式第２号・別紙１）
・補助金経費明細書（様式第２号・別紙３）

◆共通事項

次の３様式は、一つのExcelファイル内で、シートを分けています。

＜申請書（Excelファイル）の入力方法＞

①白 色のセル：別のシートから自動転記
②ピンク色のセル：プルダウンリストから選択
③赤 色のセル：入力必須項目
④黄 色のセル：入力必須項目だが、該当しない場合は空欄



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

１ 交付申請書



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

申請日
（プルダウンリストから選択）

申請者
（入力必須項目）

補助対象経費及び
補助金交付申請額

別紙３補助事業経費積算明細書
のシートから自動転記される。



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

申請締切 令和４年３月2２日

見積書

完納証明

履歴事項
証明書 誓約書

申請書

申請できるのは
全ての書類が
揃ってから

過去

未来

申請日は他の添付書類の日付以降

現在



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

履歴事項全部証明書

法人の場合

申請者は、履歴事項全部証明書と同じ内容



１ 補助金交付申請書（様式第２号）

個人事業主の場合

申請者は、開業届・青色申告決算書と同じ内容を記入
※開業届出後に変更がある場合は、変更後の内容を記入

開業届青色申告決算書

個人事業主等で役職が
無い場合は空欄



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

２ 申請者概要



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

（様式第２号）交付申請書の
シートから自動転記される。

補助金交付申請書
（様式第２号）

主たる業種・補助金申請区分
（プルダウンリストから選択）

実施場所～設立年月日
（入力必須項目）

事前登録時に事務局より通知された
管理番号の数字部分のみ入力
例）管理番号「ＤＸ－００１」であれば、
「００１」と入力



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

補助事業の実施場所は
※実際に設備等が使用・
設置される場所

※岡山県内の事業所

補助事業推進責任者連絡先は
※申請内容を説明できる企業の方

FAXがない場合は空欄



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

履歴事項全部証明書

資本金・出資金は
履歴事項全部証明書と同じ金額
※個人事業主の場合は記入不要



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

申請日における従業員数

【従業員に含まれない者】
・役員、個人事業主
・日々雇い入れられる者
・２か月以内の期間を定めて使用される者
・季節的業務に４か月以内の期間を定めて
使用される者

・試用期間中の者



２ 申請者概要 様式第２号・別紙１

【売上減少率】
選択した該当月と売上高を確認できる書類に
記載された数値を記載。

売り上げ減少率は自動計算



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【自社の強み・弱み】
経営資源（ヒト、モノ、カネ、ノウハウ）等の
観点から、自社の有する強み、弱みについて記載。

・ヒト…技術者がいる
・モノ…他社にはない設備がある
・ノウハウ…他社にはない技術がある 等

【市場・競合の分析】
○既存市場の動向（規模の拡大・縮小、成長性）、
競合他社の状況、参入の脅威について記載。

○デジタル化による業界動向の変化によって、
自社に及ぼされる影響について記載。



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【実施事業】
上記の「生産性向上に関する自社の課題」の
解決に向けた事業の概要を記載。

【デジタル化の具体的な取組内容】
デジタル化の具体的な取組内容を記載すると
ともに、導入予定の設備等について概要を記載。
（設備の型番、特徴等を記載）

【生産性向上に関する自社の課題】
現状分析に基づき、生産性向上に向けた課題
を記載。
・強みの強化
・弱みの改善
・競合他社との差別化
・市場でのシェア拡大 等



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【デジタル化の有効性】
デジタル化の取組が、どのように自社の強みを
強化、あるいは、弱みを改善し、生産性の向上
に寄与するものとなるのかについて記載。

※この項目は自社の課題解決にデジタル化がどの
ように寄与しているかを伝える重要な項目です。
具体的にグラフ・表・写真等を用いて記入して
ください。



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【実施事業の優位性】
実施事業は、競合他社に対して、または市場の
中で、どのような優位性を有し、競争力の強化
に寄与するものとなるのかについて記載。

※この項目は実施事業が競争力の強化にどのよう
に寄与するかを伝える重要な項目です。
具体的にグラフ・表・写真等を用いて記入して
ください。



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【期待される効果】
事業を実施したことによる将来的な効果につい
て、自社独自のＫＰＩを踏まえて記載。
・商品の付加価値の向上
・コスト削減
・販路拡大による注増 等

※ＫＰＩ…目標の達成度を評価するための指標

【地域経済への効果】
・関連企業への波及効果
・雇用の創出
・新たな付加価値の提供 等

※これらの項目は実施事業が生産性の向上にどのよ
うに寄与しているか伝える重要な項目です。
具体的にグラフ・表・写真等を用いて記入してく
ださい。



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

【事業の実施体制】
デジタル化に対する経営者の理解や、キーパーソン

の設定等、事業を実施する体制について記載。



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

①発注していない場合

申請書

開始(予定)日

発注書

申請日

納品書

支払(決済)予定日
納品予定日

発注予定日 完了(予定)日

事業終了期限
令和４年１2月31日

過去

未来

現在

例）令和４年12月15日

例）令和4年4月2５日

開始(予定)日：（例）令和4年4月25日
完了(予定)日：（例）令和4年12月15日



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

②発注済みまでの場合

申請書

発注書
令和4年2月15日 申請日

納品書

支払(決済)予定日納品予定日

発注日

完了(予定)日
過去

未来

開始日

発注日がわかる書類 現在

例）令和４年１2月15日

例）令和4年2月5日

開始(予定)日：（例）令和4年2月5日
完了(予定)日：（例）令和4年12月15日

事業終了期限
令和４年１2月31日



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

③納品済みまでの場合

申請書

発注書
令和3年12月25日

申請日

納品書 支払(決済)予定日

納品日

発注日

完了(予定)日

過去

未来

開始日

発注日がわかる書類

現在例）令和３年12月25日

例）令和4年5月20日

開始(予定)日：（例）令和3年12月25日
完了(予定)日：（例）令和4年5月20日



３ 補助事業計画書 様式第２号・別紙２

④支払(決済)済までの場合

申請書

発注書
令和3年12月25日

申請日納品書
支払(決済)日

納品日

発注日

完了日

過去 開始日

発注日がわかる書類

現在

例）令和３年12月25日

例）令和4年1月20日

開始(予定)日：（例）令和3年12月25日
完了(予定)日：（例）令和4年1月20日



４ 補助金経費明細書 様式第２号・別紙３

４ 補助金経費明細書



４ 補助金経費明細書 様式第２号・別紙３

●●●●機 1 式 6,000,000 税抜

生産管理システム 1 式 3,000,000 税抜

9,900,000

該当する対象経費区分の欄に購入する設備の名称等を記入
※見積書等と照合できるよう記載。

●●●●機 1 式 6,600,000

生産管理システム 1 式 3,300,000



●●●●機 1 式 6,600,000

生産管理システム 1 式 3,300,000

４ 補助金経費明細書 様式第２号・別紙３

●●●●機 1 式 6,000,000 税抜

生産管理システム 1 式 3,000,000 税抜

9,900,000

数・単位を(a)に、単価を(b) に消費税込でご記入ください。
他の数字は自動で計算されます。

※補助金交付申請額（e）に千円未満の端数が生じる場合は
切り捨てになります。

数量a
数量b



５ 業者選定理由書

見積書が１者の場合は「業者選定理由書」を提出

【選定理由】
2者以上からの見積書が取得できない理由を記載。

【記入例】
仕様に示す要件を満たす機械装置を製造できる国内唯一

の業者であり、他に見積依頼ができないため



【お問い合わせ】

募集要項等を事前にご確認の上、申請をお願いします。

中小企業デジタル化促進事業補助金事務局
（公益財団法人 岡山県産業振興財団）
TEL：086-286-9651 E-mail：dxsokushin@optic.or.jp

詳細は、募集要項、Q&A等をご確認下さい！

ＨＰ：https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/info_detail/show/656.html

https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/info_detail/show/656.html



